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新庁舎の模型新庁舎の模型
＊北側（町田駅前通り側）から見たところ。＊北側（町田駅前通り側）から見たところ。

　これまでも本紙でお知らせしてきましたとおり、市では、新庁舎の実施設計を進
めてきました。このほど、実施設計図面がまとまりましたので、その概要について
お知らせします。また、工事着工に向けて実施する施工者選定についても合わせて
お知らせします（図面等設計の詳細は、2・3面に掲載しています。また、これま
での経過等については4面に掲載していますので、ぜひご覧下さい）。
　　新庁舎建設課 1709･0593　

図1　庁舎建設用地案内図

新庁舎の模型
＊北側（町田駅前通り側）から見たところ。

新庁舎建設実施設計
がまとまりました
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図3　総合評価のイメージ
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　新しい市庁舎では、行政の拠点としての役割に加え、市民の拠り所となる開かれた庁舎を目指しています。
新庁舎の主な特徴は、次のとおりです。

　行政計画等の企画立案段階における市民と行政との話し合いの場や、ワークショップスペースなどの市民参加
型活動の場を２階に確保し、市民と行政の協働での活動がしやすくなります。

　庁舎の耐震性能を通常建物基準の１.５倍の強度とし、災害対策本部室を始め、災害発生時の情報拠点となる
ための機器や機能を整備し、防災・災害復興拠点とします。このことにより、災害に対して、より迅速に対応で
きるようになります。

　エレベーター、トイレ等を北側と南側の両側に集中配置することにより、執務空間を連続して確保します。
こうすることで、将来の組織変更や業務変化にも対応しやすくなります。

　アトリウム（吹き抜け空間）を設けることで、自然光を採り入れやすくしたり、空調効果を高めるなど、省エ
ネルギー効果の高い建物になります。また、緑を多く配置し、景観にも配慮します。

　市では、本年秋からの工事着工に向けて、施工者の選定作業を進めていきます。

　施工者決定までのスケジュールは図２のとおりです。
　本日から入札参加者の公募を始め、入札参加資格の確認の後、総合評価方式により施工者を決定します（詳し
くは、町田市ホームページ→「トップページ」→「市政情報」→「新庁舎計画」をご覧下さい）。

　総合評価方式とは、単に価格だけの競争ではなく、技術力等を加味して総合的に評価し、施工者を決定する方
式のことで、国土交通省でも推奨している方式です。
　町田市の新庁舎計画には、これまで多くの市民や学識経験者が参加し、議会、行政と一体となって設計を練り
上げてきた経緯があります（詳しくは４面をご覧下さい）。また、新庁舎の建設を市内経済の発展に生かすとい
うことも大切な視点であると考えています。
　そこで、単に価格のみの競争で施工者を決定するのではなく、施工者の技術力、市内経済活性化等の要素も加
味した、総合評価方式により施工者を決定します（図３）。
　なお、評価にあたっては、公平性を確保するため、外部の有識者で構成する委員会を設置し意見を求めます。

　市民が利用する機会の多い証明書の発行や、転入転出などに伴う手続を１階の総合窓口で行い、複数の手続き
が一か所で行えるようになります。また、来庁者の多い相談窓口を１・２階にまとめて配置し、誰にもわかりや
すい庁舎となります。

新庁舎の主な特徴について

施工者選定について

1. 利用しやすい窓口の配置

2. 市民協働空間の確保

3. 防災・災害復興拠点機能の整備

4. 将来変化に柔軟に対応できる空間配置

5. 環境への配慮

1. 施工者決定までのスケジュール

2. 総合評価方式とは

施工者の決定

↓
↓
↓
↓
↓

総合評価値の算出

入札価格の開札

選考書類の採点

応募締切 

入札参加者の募集開始
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式

5月11日（月）
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8月 4日（火）

図2　施工者決定までのスケジュール（予定）
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計画概要図
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△

□並木道に沿った公共空間
・通りに沿って並木の歩道をつくります。

親しみのもてる新しい街並みの形成

設計の考え方

市民に開かれた、わかりやすい空間構成

緑に包まれ、環境に配慮した庁舎

・駅前通りに面して建物の高さを抑えることで、
　親しみのもてる街並みをつくります。

□公園庁舎
・緑豊かな公園のような都市的空間をつくりま
　す。

□低層部と高層部からなる明快な構成
・市民利用の多い低層部が街路に面し、高層部
　が後に控えたわかりやすい構成としています。

□街の公会広場
・低層部の中心に、一元化した窓口サービス
　を行うワンストップロビーを配置します。

・ワンストップロビーを、街の公会広場
　(フォーラム)としての空間性を与えます。

□巴型の配置
・市民が利用する空間と窓口サービスを行う執務空
　間を巴型に配置し、一体感のある領域をつくりま
　す。

□回遊性のある空間
・市民が利用する空間と緑地が回遊性を持っ
　て立体的に展開することで、市民相互の交
　流を活性化できる空間を目指します。

・街区を雑木と照葉樹で包む計画としています。

・西側に雑木林をもうけ、屋上庭園とともに厚みの
　ある、緑豊かな環境をつくります。

□立体的な緑
・地上面の緑、屋上庭園、室内の植栽、壁面緑化
　などを通して様々な場所で緑が楽しめます。

□環境性能の向上
・自然換気、夜間換気、自然採光、照明制御、太陽光の活用、雨水利用、設備機器の運転管理に
　より省エネルギーを図ります。

・緑化や日照調整のルーバーなどにより、熱負荷の軽減に配慮しています。

□長寿命化
・将来の変化に柔軟に対応できる計画とします。

・ライフサイクルコストの縮減を目指します。

機械室

アトリウム
（緩衝空間となり熱負荷を低減）

ルーバー
（日照負荷の低減）

高さを抑えた街並み
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（夏季）
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（冬季）

太陽光発電
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・開かれた議会とするために議場は低層部に配
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北側より見る市民ホール側より見る 木漏れ日広場より見る
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こ
れ
ま
で
の

　
　
　
検
討
経
過

　
現
在
の
本
庁
舎
は
、
１
９
７
０

年
に
開
庁
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
図
４
に
あ
る
よ
う
な
多
く
の

問
題
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
、
行

政
や
議
会
を
中
心
に
様
々
な
検
討

が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
１
９
９
９
年

に
、
庁
舎
移
転
を
視
野
に
入
れ

て
、
森
野
二
丁
目
の
用
地
が
購
入

さ
れ
、
以
後
、
庁
舎
問
題
解
消
の

た
め
の
本
格
的
な
検
討
が
、
市
民

や
学
識
経
験
者
を
交
え
て
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
中
で
、
２

０
０
３
年
１２
月
に
、
森
野
二
丁
目

用
地
へ
の
庁
舎
移
転
に
関
す
る
条

例
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
、
議
会

に
設
置
さ
れ
た
庁
舎
等
検
討
特
別

委
員
会
の
検
討
を
経
て
、
２
０
０

４
年
３
月
議
会
に
お
い
て
、
出
席

議
員
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
に

よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
市
で
は
、
無
作
為
抽

出
に
よ
る
５
千
人
規
模
の
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
市
民
や
学
識

経
験
者
が
主
体
と
な
っ
た
庁
舎
問

題
検
討
委
員
会
（
委
員
長
＝
現
首

都
大
学
東
京
名
誉
教
授
・
高
見
澤

邦
郎
氏
）
に
よ
る
検
討
な
ど
、
様
々

な
形
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
、

２
０
０
４
年
６
月
に
は
、
「
新
庁

舎
建
設
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
　
　

　
ま
た
、
続
く
「
新
庁
舎
建
設
基

本
計
画
」
の
策
定
に
際
し
て
は
、

市
民
部
会
を
設
置
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
、
単
に
行
政
が
企
画

運
営
す
る
会
議
に
参
加
す
る
の
で

は
な
く
、
市
民
自
ら
が
会
議
の
企

画
運
営
を
行
い
、
主
体
的
に
報
告

書
を
ま
と
め
あ
げ
る
な
ど
、
他
の

自
治
体
に
お
い
て
も
あ
ま
り
例
を

見
な
い
、
市
民
協
働
に
お
け
る
先

駆
的
取
り
組
み
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
新
庁
舎
建
設
の
指
針
と
な
る
「
基

本
構
想
」
「
基
本
計
画
」
が
、
こ

の
よ
う
に
市
民
や
学
識
経
験
者
の

参
画
に
よ
り
策
定
さ
れ
て
き
た
こ

と
は
、
町
田
市
の
新
庁
舎
建
設
計

画
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
ま
す
。

市民部会での検討の様子

設計者選定の様子

石阪市長、設計者槇文彦氏と参加者のみなさん

1.
設
計
者
の

　
　
　
選
定
に
至
る
ま
で

2.
町
田
市
に

　
　
ふ
さ
わ
し
い
設
計
者
を

　
こ
う
し
て
２
０
０
６
年
１０
月
か

ら
基
本
設
計
を
開
始
し
ま
し
た
。

最
初
に
検
討
の
た
た
き
台
と
な
る

「
検
討
原
案
」
を
設
計
者
に
作
成

し
て
も
ら
い
、
こ
の
「
検
討
原
案

を
も
と
に
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
て
、
市
民
の
意
見
・

提
案
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
設
計
を

と
り
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
計

６
回
開
催
し
、
公
募
市
民
と
、
こ

れ
ま
で
に
新
庁
舎
の
検
討
に
参
加

し
た
経
験
の
あ
る
旧
市
民
委
員
、

庁
舎
建
設
用
地
の
近
隣
に
お
住
ま

い
の
方
等
、
毎
回
６０
〜
８０
人
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
検
討
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
「
検

討
原
案
」
を
も
と
に
、
市
民
が
利

用
す
る
機
会
の
多
い
区
域
を
中
心

に
、
参
加
者
自
ら
に
設
定
し
て
い

た
だ
き
、
庁
舎
周
り
の
広
場
と
緑

地
の
あ
り
方
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ロ

ビ
ー
や
市
民
協
働
空
間
の
利
用
方

法
等
、
た
く
さ
ん
の
意
見
・
提
案

を
い
た
だ
き
、
そ
の
多
く
を
設
計

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
こ
う
し
て
２
０
０
７
年
１１
月
に

基
本
設
計
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
こ
の
基
本
設
計
を
最
終
的

な
建
築
図
面
に
仕
上
げ
る
た
め
、

法
的
適
合
性
の
確
認
や
、
設
備
面

の
詳
細
を
加
え
た
設
計
を
行
い
、

こ
の
ほ
ど
実
施
設
計
の
図
面
が
完

成
に
至
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
秋
か
ら
工
事
を
開
始

し
、
約
３
年
の
工
事
期
間
を
経

て
、
２
０
１
２
年
度
に
は
、
新
庁

舎
で
の
業
務
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。

　
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
設
計

者
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
新
庁

舎
建
設
の
「
基
本
構
想
」
「
基
本

計
画
」
を
十
分
理
解
し
、
そ
の
方

向
性
に
沿
っ
た
設
計
を
行
う
こ
と

の
で
き
る
設
計
者
、
ま
た
、
設
計

の
過
程
に
お
い
て
、
町
田
市
の
特

徴
を
生
か
し
、
市
民
や
議
会
、
行

政
と
一
体
と
な
っ
て
多
面
的
に
練

り
上
げ
る
能
力
の
あ
る
設
計
者
を

選
ぶ
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
単
に

価
格
の
み
を
選
考
基
準
と
す
る
入

札
方
式
は
採
用
せ
ず
、
町
田
市
新

庁
舎
の
設
計
を
委
ね
る
に
ふ
さ
わ

し
い
、
適
性
を
備
え
た
設
計
者
を

選
定
す
る
た
め
の
方
式
を
採
用
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
設
計
者
の
選
定
は
、
学
識
経
験

者
等
で
構
成
す
る
「
町
田
市
新
庁

舎
建
設
設
計
者
選
定
委
員
会
」

（
委
員
長
＝
現
芝
浦
工
業
大
学
名

誉
教
授
・
三
井
所
清
典
氏
）
を
設

置
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
定
方
式
は
「
資
質
（
適
性
）

評
価
型
簡
易
提
案
方
式
」
を
採
用

し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
資
質
（
適
性
）
評
価
」

と
は
、
応
募
者
が
新
庁
舎
建
設
の

「
基
本
構
想
」
「
基
本
計
画
」
を

ど
う
理
解
し
、
ど
う
設
計
に
反
映

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
ま
た

設
計
実
績
を
町
田
市
の
新
庁
舎
で

ど
の
よ
う
に
活
か
そ
う
と
し
て
い

る
の
か
等
に
つ
い
て
、
文
章
と
概

念
図
等
あ
る
い
は
作
品
現
地
審
査

な
ど
で
評
価
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
「
簡
易
提
案
」
と
は
、

完
成
さ
れ
た
設
計
案
を
求
め
る
も

の
で
は
な
く
、
設
計
に
対
す
る
考

え
方
を
求
め
る
も
の
で
、
応
募
者

の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

設
計
者
（
人
）
を
選
ぶ
と
い
う
こ

と
を
重
視
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
設
計
者
選
定
に
は
、
全
国

か
ら
優
れ
た
実
績
の
あ
る
４８
の
設

計
者
に
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
審
査
は
３
次
審
査
ま
で
行
わ

れ
、
最
終
審
査
の
結
果
、
新
庁
舎

の
基
本
設
計
業
務
委
託
の
第
１
位

契
約
候
補
者
と
な
る
最
優
秀
者
と

し
て
、
槇
文
彦
氏
（
槇
総
合
計
画

事
務
所
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

Q．
新
庁
舎
建
設
に
よ
っ
て
財
政

状
況
が
悪
化
す
る
の
で
は
？

A．
現
在
、
分
庁
舎
の
借
り
上

げ
な
ど
に
か
か
る
経
費
は
、
年

間
６
億
円
近
く
に
の
ぼ
り
ま
す

が
、
庁
舎
建
設
の
意
義
は
、
こ

う
し
た
経
費
の
軽
減
、
解
消
と

い
う
点
に
も
あ
り
ま
す
。
庁
舎

建
設
の
費
用
を
生
み
出
す
た
め

に
、
他
の
施
策
の
予
算
を
削
減

す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

Q．
現
庁
舎
は
ま
だ
使
え
る
の
で

は
？

A．
耐
震
性
能
の
不
足
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
安
全
基
準
を
満
た

す
た
め
に
は
、
耐
震
壁
を
設
け

た
り
、
柱
を
補
強
す
る
な
ど
の

本
格
的
な
耐
震
補
強
工
事
が
必

要
で
、
今
よ
り
も
狭
あ
い
化
が

進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

本
格
的
な
耐
震
補
強
工
事
を
し

て
も
、
建
物
の
寿
命
か
ら
耐
震

性
能
の
向
上
に
限
界
が
あ
る
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q．
豪
華
な
庁
舎
に
な
る
の
で

は
？

A．
機
能
面
を
重
視
し
た
簡
素
な

建
物
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現

在
使
用
し
て
い
る
机
や
椅

子
、
什
器
類
を
で
き
る
だ
け
新

庁
舎
で
も
使
用
す
る
な
ど
、
経

費
の
節
減
に
努
め
ま
す
。

Q．
新
庁
舎
の
建
設
に
よ
る
交

通
へ
の
影
響
は
？

A．
交
通
管
理
者
で
あ
る
警
察

に
も
相
談
し
な
が
ら
、
周
辺
道

路
に
で
き
る
だ
け
負
荷
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
敷
地
周
辺
道
路

を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

Q．
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
大
き
な

ア
ト
リ
ウ
ム
も
あ
り
、
光
熱
費

が
ず
い
ぶ
ん
か
か
る
の
で
は
な

い
で
す
か
？

A．
自
然
光
を
採
り
入
れ
や
す
く

し
た
り
、
夏
場
の
熱
放
出
、
冬

場
の
暖
気
再
利
用
と
い
っ
た
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
３
面
参
照
）
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
の
中
で
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主
な
質
問

に
つ
い
て
、お
答
え
し
ま
す
。

3.
設
計
も
市
民
参
加
で

4.
今
後
の
予
定

Q
＆
A

Q
＆
A

新庁舎に関するこれまでの検討経過の詳細は、町田市ホームページ
でご覧いただくことができます。
（トップページ「市政情報」→「新庁舎計画」）ぜひ、ご覧下さい。

図4　新庁舎建設計画に関するこれまでの経緯
現本庁舎開庁（1970年）　　　 

＜開庁時の市の人口約18万人（現在約42万人）＞

庁舎の狭あい化・分散化、耐震性能の不足等、 
庁舎問題の発生

森野二丁目用地の購入(1999年11月)

市民参加による庁舎問題の検討

議会での森野二丁目用地への移転条例議決（2004年3月）

新庁舎建設基本構想策定（2004年6月）

市民参加による基本計画の検討

新庁舎建設基本計画策定（2005年5月）

設計者の選定（2006年1月）

基本設計委託契約（2006年10月）

市民参加による基本設計の検討

新庁舎建設基本設計完成（2007年11月）

新庁舎建設実施設計図面完成（2009年3月）

施工者選定へ

庁舎建設等に関する 
調査特別委員会 
（議会）

ワークショップ 
（市民）

新庁舎建設推進本部 
（行政）

アドバイザー 
（学識経験者）
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